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井
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グ
ィ
ア
ぐ
2
日
目
白
高
等
商
業
師
中
校
、

j
p
回
包
高
等
商

業
向
学
校
に
歴
任
し
、
一
人
九

O
年
設
行
改
善
運
動
の
急

先
鋒
ご
な
っ
て
某
臓
を
去
り
、
閑
地
に
在
る
ニ
ご
五

年
、
一
八
九
五
年
ナ
ポ

9

居
者
。
一
一
大
皐
に
赴
き
、
僅

か
二
年
に
し
て
新
聞
紙
上
に
政
府
の
ア
フ
リ
ノ
カ
戦
守
仁

謝
す
る
政
策
を
攻
撃

L
、
蛍
局
の
忌
誹
ド
絢
れ
て
再
び

数
授
の
職
を
去
り
、
ジ
ュ
ヰ
エ
グ
の

g
z
o
大
問
中
に
鱒
じ

居
る
こ
ご
三
年
、
一
九

O
O年
バ
グ
ィ
ア
]
冒
〈
一
U
大
亭

経
済
事
に
於

τ、
主
捌
及
び
客
机
の
二
部
一
・
滅
相
封
立
一
教
授
ご
な
り
、
一
九

O
二
年
メ
ツ
セ
ダ
吋
ノ
ヤ

P
P
M
E干

し
て
以
来
、
此
等
二
一
似
を
統
一
せ
ん
己
せ
る
構
成
砂
か
一
四
]
日
教
授
の
椅
子
を
襲
い
で
ロ
オ
マ
大
率
経
済
凪
千
数
授

ら
F
る
中
、
英
吉
利
仁
一
於
り
る

7
7
v
v
片

E
M
M
E
t
二
Z
な
hd
、
爾
恭
二
十
三
年
、
一
九
二
四
年
十
月
二
十
九

の
如
、
さ
を
伊
太
利
じ
求
め
ば
、
何
人
も
7

ツ
フ
ェ
オ
・
メ
一
』
日
英
の
死
に
迄
及
ん
に
。
此
的
日
氏
は
、
ミ
ラ
ノ
呂
』

y
タ
レ
オ
品
冨
hw
帯
。
司
自
区
内
O

見
氏
を
推
す
に
鴎
踏
せ
一
・

E
o
に
於
げ
る
貯
蓄
銀
行
命
議
仁
病
を
抑
し
て
山
崩

ぬ
で
ゐ
ら
う
o

定
に
、

ρ

V

タ
レ
オ
-
一
氏
こ
そ
は
、
伊
一
し
・
其
の
報
告
に
就
い
て
加
へ
ら
れ
た
批
評
に
謝
し
て

太
利
が
生
め
る
最
大
な
る
経
済
撃
者

ω
一
人
で
ゐ
与
、
一
自
ら
締
謎

L
た
の
で
あ
っ
た
が
、
終
っ
て
数
秒
後
心
臓

ま
た
最
近
三
十
年
伊
太
利
縦
務
事
国
吉
父
た
る
べ
き
人
一
に
故
障
を
北
朝

L
遂
に
不
蹄
の
客
ピ
な
っ
た
、
享
年
数
へ

で

あ

る

。

一

年

で

六

十

八

歳

。

氏
は
ロ
オ
7

H

N

。
百
戸
大
問
中
法
科
り
出
身
、
蛍
時
二
十
一
氏
の
一
生
は
、
貨
に
南
欧
的
品
開
怖
に
溢
れ
た
低
(
吋

五
歳
に
し

τ
カ
メ
リ
ノ

P
自
立
ロ
o
大
型
経
積
率
数
一
投
き
天
才
の
ヲ
ぞ
れ
で
あ
る
o
芸
の
高
潔
な
る
人
絡
の
流
一
嵐

ピ
な
b
、
爾
来
マ
チ
ェ
ラ
タ
足
仰
の
の
E
E
大
皐
、
タ
デ
キ
は
、
屡
I
仰
人
的
利
害
を
超
越
し
‘
ぞ
れ
が
た
め
に
は

雑

金量

ベ
ン
タ
レ
オ
一
二
四
業
問
視
の
図
版

議

主君

バ
ン
タ
レ
オ
ニ
氏
業
績
の
回
顧

松

孝

ち己

開l

L 
K 

同l

第
一
一
十
一
巻

第

掠

亡う
) 

O 

. " 州制作~.' _.一一.""幽



バ
リ
'
及
び
ナ
ポ

9
の
教
職
を
捨
て
、
顧
み
な
か
っ
た
。

恐
ら
く
は
ま
た
其
天
才
が
、
氏
を
し
て
長
〈
積
書
裡
り

み
に
止
め
て
置
か
な
か
っ
た
ご
も
云
は
れ
る
。
ま
た
一

時
は
急
進
黛
議
員
百
し
て
議
曾
に
列
し
た
が
、
銀
行
事

件
に
関
聯
し
て
烈
し
き
論
守
を
重
ね
、
菅
じ
其
職
h
f
捨

て
た
ば
か
h
J
で
な
〈
、
其
財
産
を
輩
謹

L
.
夫
人
は
自

殺
を
幽
ち
遂
に
後
狂
し

τし
ま
う
た
。

氏
の
研
先
は
、
政
治
及
び
経
憐
の
各
方
面
に
一
E
b
、

伊
太
利
の
経
済
皐
者
に
し
て
其

ω指
導
を
受
け
な
い
者

は
砂
い
ご
云
は
れ
る
o
就
中
、
パ
V

ト
巴
円
。
H
O

バ
ロ
ヰ

回
何
百
日
の
如
き
は
某
の
逸
足
正
せ
ら
れ
て
居
た
が
、
不

幸
雨
者
正
も
己
仁
師
じ
先
立
つ

τ貨
を
易
へ
た
。
興
味

あ
る
ニ
古
は
、
何
れ
も
共
の
始
め
の
専
攻
を
拾
て
、
経

済
率
に
志
L
、
氏
の
品
棋
を
仰
い
ザ
い
こ
ご
で
ゐ
る
。

氏
が
一
入
九

O
年
其
友
人
等
E
共
に
手
に
入
れ
た
経

済
統
計
雑
誌
の
向
日

E
r
ι
諸民

R
O
S
E
E
o
ユ〈
r
s

品目

ω
E
R
ω
片
山
内
山
は
、
所
-
謂
パ

Y
タ
V

オ
ニ
一
雑
誌
芭
し
て
康

〈
知
ら
れ
て
居
る
。
同
誌
は
其
の
本
年
三
月
破
及
び
四

月
競
の
全
部
を
割
き
、
財
政
、
組
務
、
統
計
等

ω各
方

面
よ
り
氏
の
業
績
を
述
べ
て
居
る
。
吾
々
は
、
次
仁
、

.
ハ
ン
タ
レ
オ
品
目
比
業
献
の
判
断

• 

華基

録

彼
れ
の
注
目
す
べ
き
論
著
に
よ
b
、
そ
の
ご
れ
る
根
本

的
立
場
が
時
代
ご
共
に
如
何
に
畿
展
し
た
か
を
顧
み
よ

う。

一一

姑
〈
ロ
リ
ア

F
o
E
の
言
を
裕
司
り
て
云
へ
ば
、
彼
れ

の
綴
済
凪
干
出
抑
に
於
。
け

ι蓮
命
の
数
奇
は
、
哲
凱
干
に
於
り

る
へ
エ
グ
庁
国
内
向
止
に
似
て
腐
る
。
英

ω山
中
訟
の
前
後

品
型
化
せ
る
は
、
一
見
基
礎
的
立
場
の
那
逃
に
在
る
か
を

捕
捉
す
る
に
困
難
を
戚
悲
し
め
る
G

然
L
、
立
(
の
経
済

皐
的
思
想
の
畿
展
を
順
共
に
辿
る
附
は
、
一
入
人
二
年

に
著
は
せ
る
和
税
制
河
川
棋
の
理
論
寸
向
。

ε
p
-
z
E
ω
E
-

N
U
Z
ι
巳

E
F
Z
片
山
に
於
て
、
彼
れ
が
古
典
準
派
仁
、
夏

に
突
き
つ
め
て
一
去
へ
ば
リ
カ
ア
ド

E
n
R号
訴
に
、
属

す
る
人
で
め
る
-
』
子
炉
』
看
取
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
立

場
は
、
一
面
恐
ら
く
は

y
ェ
ラ
ラ

F
E
Z
の
影
殺
に

基
〈
ご
云
は
れ
て
居
る
が
、
他
而
州
出
〈
ソ
カ
ア
ド
の
準

設
に
傾
倒
L
、
之
を
基
礎
ご
し
て
其
の
理
論
を
展
開
し

τ居
る
、
本
書
は
此
柵
問
題
に
閲
す
る
古
典
的
論
文
中

優
秀
な
る
も
の
、
一
ご
せ
ら
る
。

後
二
年
一
人
入
四
年
に
は
、

第
二
十
一
巻

(
第
一
腕

伊
太
利
に
於
け
る
私
有
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雑

録

バ
ン
タ
レ
オ
ニ
民
業
組
白
川
岡

財
産
の
概
算
額
仁
就
い
て
り
巴
て

E
5
3
E
3
官。

E
E

『
口
内
《
笠
宮

Z
n
n
r
2
N何
回

U
E
ω
Z
S
H
E
-
"
が
会
仁
せ
ら

れ
た
。
深
刻
に
し
て
精
細
な
る
例
究
は
、
か
〈
の
如
き

問
題
に
闘

L
伊
太
利
じ
於

τ著
は
き
れ

K
る
も
の
、
第

一
ご
せ
ら
れ
て
居
h
，
、
共
の
国
民
の
財
産
決
定
の
方
法

に
附
す
る
細
心
の
槻
・
採
は
ま
た
後
皐
に
謝
し
多
〈
の
示

唆
を
興
へ
た
正
一
冨
は
れ
る
。
然
(
設
志
す
べ
き
は
、
彼

れ
が
此
的
事
中
、
可
ノ
カ
ア
ド
に
封
し
若
干
の
吟
味
を
試

み
て
は
居
る
が
、
北
(
の
生
産
投
の
理
論
に
射
し
て
は
倫

ほ
依
然
正
し
て
根
本
か
ら
私
淑

L
て
居
る
こ
吉
、
、
真

じ
ま
わ
い
、
国
民
の
財
産
を
ば
使
用
倒
備
に
よ
っ
て
測
定

せ
ん
ご
す
る
設
に
針
[
鋭
き
批
難
を
加
へ
て
居
る
こ
ご

是
れ
で
あ
る
。
彼
れ
は
云
ふ
、
「
常
事
者
を
除
い
て
何
人

が
物
の
具
健
的
使
用
調
備
を
知
る
で
あ
ら
う
か
。
物
が

重
要
で
あ
晶
ご
せ
ら
る
、
理
由
は
金
〈
恐
意
的
の
も
の

で
め
る
。
戒
る
物
に
就
い
て
は
そ
れ
が
常
に
致
用
ゐ

h

t
は
一
五
ひ
得
な
い
w

効
用
は
一
定
の
快
柴
又
は
背

痛
に
膳
じ
て
現
は
れ
、
且
つ
比
(
伏
柴
又
一
は
円
痛
の
品
川
量

に
応
じ
て
畿
化
を
墨
す
る
。
放
に
放
用
は
消
費
者
、
時

及
び
場
所
仁
支
配
せ
ら
れ
、
従
っ
て
是
に
恒
久
に

Lτ

第
二
十
一
省

(
第
一
披
三
二
一
)

一

婿
一
な
る
評
債
を
下
し
得
な
い
ご
い
ふ
こ
正
は
極
め
て

明
瞭
で
ゐ
る
。
』

t
。
彼
は
一
真
に
英
の
訟
を
支
持
す
る

た
め
に
、

v
z
y
ピ
ュ
リ
ノ
エ

n
r
q『
ロ
一
一
白
の
言
を
引
き

「
た
ご
ひ
、
技
用
が
宮
の
本
質
的
じ
し
て
明
瞭
な
る
特

性
で
ゐ
る
ご
し
て
も
、
そ
は
多
〈
の
人
々
又
は
多
〈
の

闘
々
の
富
を
詳
償

L
、
比
峡
す
る
た
め
に
何
等
の
方
法

会
も
拠
ふ
る
も
の
で
な
い
』

t
断
じ

τ居
る
。

後
一
見
仁
三
年
一
八
八
七
年
ド
は
粗
枕
負
僚
に
闘
す
る

理
論
早
耳
目
似
合
=
加
古
司
自
由
。
一
ロ
内
包
官
官
ユ
仰
を
殺
表
し

た
が
、
こ
は
彼
れ
の
心
的
縫
化
に
一
時
期
を
制
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
書
の
特
色
は
総

τの
問
題
を
限
界
放
周

の
理
論
を
基
礎

E
L
て
展
開
せ
し
め
て
ゐ
る
駄
に
あ

る
。
然
L
其
の
俊
民
は
一
八
人
九
年
の
純
粋
経
済
問
地
中
原

理
司
コ
ロ
ロ
1
a
R
O
B
E
-
ω

司
E
凶
に
於

τ完
成
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
此
に
於
て
彼
れ
の
綴
糖
与
は
、
唯
一
の
基

礎
則
も
限
界
致
用
の
理
論
の
上
に
全
〈
築
、
き
あ
げ
ら
れ

た
o

同
時
に
彼
れ
は
、
限
界
数
周
が
限
界
生
産
設
に
よ

っ

τ測
定
せ
ら
る
、
こ
己
を
示
さ
ん
ご
努
め
、
此
の
意

味
に
於

τ債
依
に
闘
す
る
古
典
皐
訴
を
間
接
に
再
建
し

た
o
す

ブ
L

の
場
合
に
於
て
、
本
書
は
ゴ
ッ
セ
ン
。
。
E
S



ジェ
J

グ
ォ

y

z
』虫、
O
E
M

メ
ン
ガ
ア
ヨ
1
0
5

問
弓
ヲ

U
F
-

一フス

毛
色
『

E
等

ω致
周
波
準
設
の
影
響
を
有
力
に
受
け
て

居
る
。

然
し
、
後
、
此
の
見
解
に
謝
す
る
彼
れ
の
自
信
は
衣

第
に
弱
め
ら
る
、
に
至
っ
た
。
己
に
バ
V

ト
も
「
其
経

糖
晶
一
・
原
論
」
に
於
て
「
要
す
る
に
、
同
偶
値
を
ば
四
早
に
効
用

の
最
終
段
階
に
於
て
の
み
腕
係
せ

L
む
る
こ
ど
は
、
経

済
問
中
の
た
め
大

L
h
H重
要
性
は
な
い
」
百
通
ぺ
て
居
る

が
、
更
に
其

ω悌
謬
本
に
よ
れ
ば
、
生
産
に
闘
す
る
致

用
、
致
用
の
数
巣
、
術
川
口
其
の
他
類
似
の
漠
然
た
る
概

念
を
純
済
皐
よ
b
駆
除
し
、
之
に
代
ふ
る
に
、
最
少
生

産
費
及
び
品
大
利
盆
の
概
念
の
如
、
ョ
明
確
な
る
糊
念
を

以

τす
ぺ
き
を
設
い
て
居
る
。
尤
も
バ

y
タ
V

才

ニ

氏

の
反
省
は
、
致
用
に
就
い
て
は
明
示
を
避
け
て
は
居
る

が
、
然

L
t
(の
考
察
営
委
然
省
略

u
る
ご
い
ふ
の
で
は

な
い
。
蓋

L
、
特
に
経
務
的
事
質
が
考
察
せ
ら
る
、

時
、
叉
は
一
個
人
の
た
め
に
一
生
産
物
の
卯
へ
ら
れ
打
作

品
川
量
が
他
の
生
産
物
の
他
の
分
量
仁
等

L
き
時
、
如
何

な
る
理
由
に
よ
っ
て
第
一
の
砂
量
に
相
到
し
第
二
の
分
量

が
交
換
せ
ら
る
、
か
は
讃
明
L
得
な
い
o

之
を
説
明
す

雑

録

ハ
ン
タ
レ

A

Z
民
業
新
山
岡
踊

る
縛
め
に
は
、
第
二
の
停
量
を
第
一
の
分
量
よ
り
も

よ
り
好
む
ご
か
、
或
は
第
二
の
も
の
が
よ
h
殺
別
が
ゐ

る
正
か
、
よ
り
池
慾
性
が
め
る
ご
か
ピ
レ
ふ
こ
記
を
附

け
加
へ
る
こ
ど
が
麹
官
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。

結
局
、
此
等

ω事
情
は
、
少
〈
ご
も
彼
れ
の
確
信
た

る
致
用
訟
を
鈎
〈
迄
俊
耐
止
さ
せ
る
喧
』
ピ
を
許
5
な
く
な

っ
た
。
恰
も
7

ア
ジ
ヤ
b
y

が
其
の
原
論
に
於
て
は
致
用

を
一
郎
め
っ
、
北
(
後
の
論
文
に
於
て
は
術
は
よ
h
純
粋
な

る
リ
カ
ア
ド
率
一
似
に
復
臨
し
来
っ
た
如
く
・
パ
ン
タ
V

1

一
二
氏
も
亦
明
白
に
共
の
古
き
親
し
み
ゐ
る
古
典
的
理

論
を
鈴
つ
る
こ
正
な
〈
、
ま
た
彼
れ
い
の
終
務
事
の
鍵
た

る
限
界
放
朗
読
を
以
て
北
九
重
要
性
を
失
は
し
時
十
、
か

〈
て
衣
第
に
リ
ノ
カ
ア
ド
率
一
蹴
に
復
川
町
し
朱
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
是
れ
却
も
彼
れ

ω繰
済
学
に
於
り
る
心
的
援

艇
が
拠
物
線
に
似
て
居
る
ご
な
さ
る
、
所
以
で
あ
る
o

英
の
拠
物
線
は
先
づ

P
カ
ア
ド
に
始
ま
り
、
次
に
ヂ
ェ

グ
ォ
y

z

に
接
近
す
る
た
め
糊
夫
前
者
を
誌

e
さ
が

h
、

向
ほ
夏
に

9
カ
ア
ド
に
復
締
す
る
た
め
に
改
め
T
一ヂ
z

グ
オ
ン
子
宮
誌
Z
か
つ
大
こ
ど
に
な
る
。

一一-

弟
二
十
一
番

(
第
一
抗
一
一
ご
ニ
)
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雑

鍛

バ
シ
タ
レ
オ
一
一
民
業
却
の
閃
顧

「
純
粋
経
済
準
原
理
」
の
後
、
彼
れ
は
一
般
理
論
的

著
作
を
出
百
十
.
専
ら
毛
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ト
ピ
し
て
た

っ
た
o
其
の
特
柿
問
題
研
究
の
多
く
は
ヂ
オ
W

ナ
1
v
・

デ
リ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

7
ィ
誌
上
に
載
せ
ら
れ
た
が
、
此
等

は
集
め
て
一
二
冊
正
な

L
経
焼
事
論
集
団

2
5
E江
島

問。

gヨ
訂
正
一
越
し
T
後
表
古
れ
た
。
内
刊
は
政
治
上
の
論

集
は
、
各
組
の
題
目
の
下
仁
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二

二
年

ω聞
に
誌
に
せ
ら
れ
た
。
彼
れ
は
茸
(
の
最
後

ω付

事

t
L
て
四
川
か
ら
成
る
純
済
事
に
謝
す
る
疑
問
を
編

纂
せ
ん
ご
し
て
居
っ
た
が
ー
ー
そ
の
二
冊
は
理
論
的
別

究
・
一
聞
は
彪
史
的
研
究
、
一
附
は
財
政
及
統
計
研
究

l
l
A寸
断
〈
其
の
第
一
及
第
二
冊
が
後
表
せ
ら
れ
た
に

過
ぎ
な
レ
。

彼
れ
が
伊
太
利
以
外
に
於

τ経
隣
組
平
者
ど
し
て
有
名

な
る
は
、
主
仁
そ
の
「
純
粋
縦
淡
町
中
原
理
」
に
よ
っ
て
h
v

あ
る
。
後
年
其
の
若
干
的
設
を
改
め
た
の
で
再
版
以
殺

は
出
版
き
れ
な
か
っ
た
、
翻
誇
に
は
英
諜
が
あ
る
。
彼

れ
は
、
快
幾
主
義
的
心
理
阜
訟
を
探
則
せ
十
し
て
呼
ら

視
察
に
よ
っ
て
得
た
る
無
差
別
の
曲
線
を
重
要
視
す
る

芭
こ
ろ
の
共
の
門
弟
、
パ

V

ト
の
経
済
皐
髄
系
を
評

(
第
一
腕

[~ 

第
一
一
十
一
を

し
、
そ
の
経
済
的
均
衡
の
理
論
を
以
て
坑
も
厳
密
な
る

而
か
も
最
も
巧
妙
に
成
形
せ
ら
れ
た
る
も
の
ご
な
し
た

の
で
ゐ
る
o

然
し
他
而
彼
れ
は
、
か
〈
の
如
き
普
遍

は
、
己
に
業
仁
禁
の
極
限
に
到
達
ゼ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
経
済
撃
は
叫
到
象
ご
す
る
凪
放
の
性
質
及
び
現
質
の

形
態
を
見
出
す
を
以
t
必
要
な
り
正
論

C
、
従
っ

τ此

の
日
的
の
矯
に
心
理
風
守
的
研
究
に
よ
っ

τ拠
へ
ら
れ
た

る
僚
件
を
以
て
大

ν
に
倒
値
あ
る
も
の
ご
な

ι、
之
を

看
過
す
る
者
を

H
L
一1
何
等
賞
盆
な
~
き
も
の
ビ
し
た
。

彼
れ

ω主
要
な
る
著
作
は
弐
の
如
〈
で
ゐ
る
。
委
し
く

は
、
ヂ
オ
W

ナ
ア
レ
・
デ

y
-
z
コ
ノ
ミ
ス
-
プ
ィ
誌
一
九

二
五
年
四
月
枕
各
十
本
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
。
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